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調査面積

所収遺跡名 所 在 地 ＇ 
北緯 東経 調査期間 調査原因

市町村：遺跡番号
rri 

かごしまけん

鹿児島県 46211 4-12 31度 130度 確認調査 24 
かじゃいせき かせだしかわばた 25分 21分 2003 1022 
加治屋遺跡 加世田市川畑

あざいわやま 本調査 550 街路事業
字岩山 2004 506 

～ 
2004 525 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺 構 主 な 遺 物 特記事項

加治屋遺跡 集落 縄文時代早期 士坑 1 桑ノ丸式士器・押型文士器

集石 3 塞ノ神A式土器・石皿

礫器

縄文時代後期 土坑 1 出水式土器

石鏃・スクレイパー．礫器

石皿

縄文時代晩期 入佐式土器・石鏃

古墳時代 成川式士器

古代 土師器

中世 青磁
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1 1 ） 3 

士坑（掘り上げ前） 図版 6 縄文時代後期の士器集中状況

上坑（掘り上げ後） 縄文上器出上状況

図版2 礫器出上状況 塞ノ神式上器出上状況

第 1地点柱穴検出状況（西から） 図版 7 縄文時代草創期・早期の土器

図版3 第 2地点近景（東から） 図版 8 縄文時代早期の土器

第 2地点遺物出土状況（東から） 図版 9 縄文時代早期の土器

図版4 第 2地点近景（西から） 図版10 縄文時代後期の土器

第 2地点土坑 図版11 縄文時代後期の土器

図版 5 集石 2 図版12 石器



の を しいとの

とこ

って 7月18日から

7日

こ

の

4
 

月22日

10月15日

の
--

550 

ることから，

を実施することとなった。

第 2節本調査の経過

本調査は平成 16年5月6日から 5月25日まで， 550団を対象として，埋文センターが実施した。

調査の経過については，調査日誌から略述する。

5月6日（木）

調査機材搬入。電話の取り付け。重機で第 1地点のバラス除去と表土剥ぎ。

5月7日（金）

第 1地点掘り下げ。東側はIII層が残っており，士器，石鏃，礫器等が出士。出士状況を写真撮
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5月20日（木）

雨天のため作業中止。

5月21日（金）

第 2地点掘り下げ。 1・3・4区から縄文時代後期の上器が出土。 2区から縄文時代早期の上

器が出士。 2-B区で士器群と散礫出士。 2-A区の士器群実測。 1-A区の集石実測。 1区と

4区のアカホヤ層遺物出土状況の平板実測と遺物取り上げ。

5月24日（月）

1~4区掘り下げ。 1・2区で縄文時代早期の上器出上。 3・4区終了。トレンチ地層の写真

撮影と実測。 2-B区の士器群と散礫の写真撮影と平板実測。遺物取り上げ。
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のものとしてはもっとも大型のものであるとされている

石鏃と共伴しており，この時期ではもっとも古いものである。愛宕B遺跡でも士器と石鏃が出士

しており，この周辺における草創期の遺跡の集中度は県内でも密なほうである。

志風頭遺跡は早期の円筒形土器や石鏃• 石皿なども出土しているが，多量に出土している磨製

石鏃は石器製作技術を知る上に貴重である。桁ノ原遺跡でも多くの前平式上器が出上し，神山遺

跡などでは押型文士器が採集されている。加治屋遺跡では早期後半の士器が比較的多く出士して

いる。

前期には金峰町側に阿多貝塚・上焼田遺跡・上水流遺跡などがあるが，加世田市ではほとんど

ない。万之瀬川流域の上水流遺跡では曽畑式土器が出上している。中期になると，津貫の石堂遺

跡で阿高式士器・並木式士器が，万之瀬川流域の上水流・芝原遺跡で春日式士器が出士している。
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上加世田遺跡でも溝や大型士坑などが発見され，製鉄関係の遺構と考えられている。

る。
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番号 追跡名 所在地 地形 時 代 遺 物 A寸在 備 考

1 古城跡 金峰町宮崎西 中世（室町） 別称古ノ城-

2 白糸原 金峰町宮崎 台地 縄文古墳，中世 押型文土器・成川式土器・須恵器•青磁 平成7・8年発掘調査

3 小中原（北の堀） 金峰町新山小中原ほか 台地 旧石器～中1仕 弥牛 I:器・ I:師器

4 金峰町新山 古墳 成川式土器

て反田 金饉町新山 低地 弥生， 古墳 弥生土器・成川式土器

6新iii南 金峰町新111南 台地 弥牛（後） 弥牛上器

松出南（渡畑・
金饉町宮崎

9、 9バ鉛-, .. 

縄文～近世
芝原・持肱松）

目ナ巴，~,ダ~
鏡・陶磁器

8市薗 金峰町宮崎 台地 縄文，中世

9 阿多城跡 金峰町阿多 低地 中IU:(窄町）

10 鶴之城跡 金峰附花瀬鶴之城 合地 中世（室町） 阿多城の出城か

大迫田 金饉町花瀬 低地 中世

12 花瀬今城原（今城跡） 金峰町花瀬今城原 台地 籍入～口虫，中世 上器片

上水流（森山） 金峰町花瀬 低地 縄文～近1仕 春日式・深浦式・十^ 師器

中岳山麓古窯跡群 金峰町花瀬 山麓 平安 古文化談晨14・15号

16 宇治野原 金峰町白川西 台地 旧石器，縄文（早），占墳 尖頭器，前平式土器

17 郷ノ原（鮎受） 金峰町花噸 台地 縄文・古墳 入佐式・成川式 I:器

18 松ヶ鼻 加世田市益山松ヶ鼻 古坦．

19 東柳原 加世田市益山東柳原 平地 弥生・古墳 士器

中小路 加世田市益山中小路屋郷 低地
弥生 中世， ・成川式 I:器

市坪文報(19)20 
近1仕 貿易陶磁器

掛ノじ 加世『市益山掛ノ 台地 羅入～白域・中但 縄文土器（旱・晩）・磨製石鏃 市埋文報訓

桔ノ原（尾守城跡） 加Ill:田市村原栴ノ原
旧石器～ 剥片尖頭器普：帯文・縄文土器・須恵 国指定史跡

中I見近1仕 器 I:師器砥イ1・ハ斧岩偶叩きィI di埋文報11X5lll5IG7籾）

永田 加世田市川畑永田 低地 古墳 成川式上臨

24 杉本寺跡 加世田市川畑杉本了 低地 弥生占代 弥生土器蔵骨器 消滅

上加世田 加世田市川畑上加世田 河岸段 縄文中世 器・石器・岩偶・石棒.j斧 スイ 市哩文報(3)(1)(13)

加世田市川畑岩1廿加治屋 占代
（草創～晩期）．

本報告占
土師器須忠器石斧砥石他

27 屋地 加世田市武田屋地 台地 弥生 弥生上謡

28 二頭 加1阻：出市川畑二頭 台地 古墳 成川式十^ 器

29 遠見ヶ岡 加世田市川畑遠見ヶ岡 丘陵 縄文，弥生 黒II式石斧弥生土器

30 荒瀬城跡 加世田市武田池ノ 山頂 中世 山城

31 みかきの 加川田市川畑見掛野 丘陵 弥牛 弥牛 I:器

32 祝原 加世田市川畑湯開原 旧石器～古代
縄文土器（旱・廿[j・晩）•弥生土器

市埋文報(II)

33 神iii !1n世田市川畑神111 台地 縄文（早） 押型文上器

平田尻 加世田市川畑平渡瀬 河岸段丘 旧石器～古墳
細白刃核・縄文土器（詞・晩）．

市埋文報(11)(18)34 
石匙

上長迫（荒多迫． 加世田市川畑上長迫
台地 縄文～古墳 縄文上器・石匙・成川式上器35 

松尾迫・入道ヶ野） 川辺町下山田荒多迫他

36 深田ノ迫 加世田市川畑深田ノ迫 台地 縄文・弥生 土器

37 兎ヶ城跡 川辺町下山田兎ヶ城 台地 古墳，中世

38 津フジ 川辺町下山田津フジ 台地 縄文，古墳

39 西之平 川辺町下山田西之平 台地 中世

40 水ヶ元 川辺町下山田水ヶ元 台地 弥生（後）～古墳 松木薗式・中津野式土器

41 荒多 川辺町下山田荒多 台地 縄文 石斧•土器片

42 上桑持野 川辺町下山田上桑持野 台地 弥生 弥生土器

43 供養塚 川辺町下山田供養塚 台地 縄文～中世

44 西供養塚 川辺町下山田西供養塚 台地 古墳 上器
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1地点(3A区）

~50cm 

つ

た黄色みの強い砂質士である。なお，本地点の

近くの工事によって削られた壁面をみると，粘

土層の下は水成砂層の互層となっている。すな

わち，小石・軽石の多い層，砂だけの層，軽石

の層などの互層である。さらにその下は細砂質

砂層となっている。これらは万之瀬川の古い河

床地を示しているものと思われる。
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VIc層 VI層

50cm 

三
第 2図地層図

V11層
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第 3図

第 2節第 1地点の調査

第 1地点は加治屋台地の中央付近に位置し，北へわずかに下降しているが，標高が約28.7mのほ

ぼ平坦な地形にある。調査部分はすでに表層からIII層までの深さ 50,..,_, 130 cmほどが工事によって

削られており，一部を除き縄文時代前期以降の包含層はなくなっていた。

調査区は幅 5,..,_,7m, 長さ 40mの道路拡幅部約260rriにあたる。調査は調査区と平行して任意

に中心線をもうけ， 10mごとに東から 1・2・3区とし，道側（南側）をA区，その反対側をB区
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2-A•B 区で 26 発見された。直

径が 13,...__,30cm, 深さが 20,...__, 50 

cmあり，底が狭くなっているもの

が多い。建物としてまとまるもの

はなく，中から遺物の出士したも

のもない。時期・性格とも不明で

ある。

I゚ I I I I I 

2m 

~ 
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第 5図 第 1地点検出の柱穴
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辺を打ち欠いているが，

使用痕は見られない。

長さが 11.8cm, 幅が

9.5 cm, 厚さが4.6cmで

ある。 3A区W層で出

土していることから早

期のものと思われる。
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と

のものが多く 210gの重たいものも

lA 

g
 

る

さ 1

る

いる

いるが，他は20

いものもある

いる

とんど

り，

り， この

g
 

られる。 1 2
 

る

1 類（桑ノ丸式土臨，第 8 図• 第 10図7~

外へ円筒状に開く器形で，外面に 3,.._., 5条の二枚貝殻あるいはヘラ様のものによる平行短絡線に

よって綾杉状の文様を描くものである。

7 ,.._., 12はやや薄手の作りとなるもので，平行線文も細くやや浅いものである。焼成度は良く堅い。

7は口縁直径 16.5cmで，やや外へ開く器形をし，口唇部は内側へやや下がる。外面は横ナデのあと

3 ,.._.,4条の貝殻による浅い平行沈線ひっかき文によって綾杉文を描くが，その下は縦方向のものも

ある。内面はヘラケズリのようにみえるが，仕上げはヘラミガキに近い。茶褐色を呈す。 9がよく

似ているが， 9の口縁直径は 19cmで，内面が横方向のヘラケズリである。 10の外面は横ナデのあ

と左から右へのやや深い 5条平行沈線文がある。内面はていねいな横ナデである。 11は7に似た平

行沈線文がある。 12は3条の深い平行ヘラ沈線綾杉文であるが，内面は広く剥脱している。 9と11. 
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12は外にススが付着している。口唇部はミガキに近いていねいな横ナデ仕上げである。 13~ 17は

やや厚めの作りで，平行沈線文も深い。口縁端は丸みをもつもの，矩形となるものがあり， 13と

19は内側がやや下がる。 14~16の外面は粗い文様である。 14の日縁近くには補修孔がみられる。

ドリル状のもので主として外からうがっているが，内側からもうがっている。横ナデのあと深い 2

条の平行沈線で綾杉文を描く。 15も右端に穿孔がみられる。いずれも内面調整はていねいな横ナデ

である。

18の外面はナデのあとヘラによる斜方向沈線がみられ、内面はていねいな横ナデである。 19の
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43・44 
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つ／こも

41・42・45 

・45 

41,-..,44 

こま

35 36 37・ 

まれている。

ラ

り，

リ

4瓢 ~6 も

口 2.3 

ら細かい

いている

もの

らょっ

る。 52の内面はやや内反し，外面は51とほぼ阿様だが，沈線は卜から 2条， 4

2条となる。 53は細い作りで，外面に 2条の凹線がある。 54の外面はまめつが日立つが，上から

ヘラ刻み，刺突文， 2条の凹線，刺突文，その下に縦方向刻みとなる。内面端部はややくぼんでい

る。 55も口縁近くに横方向の 3条凹線があり，その下に 5条ほどの斜方向凹線がある。 56は頸部

直径が約 19cmあり，口縁部に鋸歯状となる 4条の沈線がある。頸部に 5条の波状凹線があり，胴部

には凹線に挟まれた撚糸文がある。内面は横方向のヘラナデで仕上げている。 57~59は同一個体

と思われる波状となる口縁である。直径が22.8cmあり，内面はややくぼんでおり，頸部内面は綾が

できる。口縁端には 2段の細かい刺突文があり，その下に 11条ほどの平行凹線で鋸歯状文となる。

その上端には細かい刺突文が施される。頸部には横方向凹線とその下に刺突文がある。

60~62は頸部である。 60は内面が緩やかに曲がるもので胴部外面は頸部下に 7条の横方向凹線，

-20-



u48 

13 

さらに少し間隔を懺いて 3条以上の凹線がある。 61も頸部が緩やかに曲がるもので胴部はややふく

らんでいる。頸部にはヘラ刺突文がみられ，胴部には鋸歯状となる 2条の凹線間に撚糸文が 2段に

みられる。その間には鋸歯状の凹線文がある。 62は2条の凹線と，その下に刺突文がある。胴部に

は斜方向のヘラ凹線に挟まれた撚糸文がみられる。

53,-..., 72は胴部でいずれも直に近く立ち上がり， 2条の沈線の間を撚糸文で埋めている。 63・66・

68 ,..._, 70は沈線が斜方向に引かれるが，その間隔は2.1cm,.._, 2.8 cmある。撚糸文がこの平行沈線よ

りはみ出ているものもあるが， 69でわかるように撚糸文のあと沈線が引かれているようである。撚

糸文は沈線と平行に施されている。 68・69・71などは他の沈線と隣接している。 64・65・67・70

は沈線が直角あるいは鋭角・鈍角に屈曲している部分で， 67は横線が縦線より先に引かれている。
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70は無文部分が菱形となり，撚糸文は縦方向と横方向にある。外面・内面ともヘラナデであるが， 64・

68,...__, 70の外面， 68の内面は丁寧である。逆に 63・65・69,...__, 71の内面は粗い。

73・74は平底である。端部が丸みをもっており，内外ともナデ調整である。 73は斜方向のヘラ

沈線に挟まれた縄文が外面にある。これは三角状に交わっており，その間にも沈線が縦方向にみら

れる。 74も同じような文様が横方向にみられる。 73が淡茶褐色， 74が黄みがかった灰褐色を呈し，

焼成度はともに普通である。角閃石・白色石・石英・雲母などのこまかい石を含む砂質土だが， 74

には 7mm大のものも含まれている。
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、9

召ここ．：：なご§ い 76 

16 

75~ 

条痕文士器が4点ある。いずれも胴部だが， 77は底部近くである。

75の外面は横方向の貝殻条痕文で，内面はミガキに近いヘラによる丁寧な横ナデ調整である。 76

~78は内外とも貝殻条痕文で， 76の外は縦方向， 76の内と 77・78の内外は横方向である。 77の

底近くは内外とも条痕のあとヘラナデで仕上げている。色調は淡茶褐色，茶がかった黄褐色をして

いるが， 76の内面と 78の外面は黒褐色である。焼成度は 76・78がそれほど良くないが， 75・77

は良い。白色石・茶色石・黄白色石・長石・石英などの細かい石を含んだ土を用いているが， 78に

は6mm大のものもある。 75は早期の可能性もある。
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94 ら口

り， つ

97 

ロ
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リ

の
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ら

102"'106は肥厚帯が無文となるものである。 102"'104は口唇部に指頭押圧がみられるもので

ある。 102は肥厚帯の下が横方向ヘラケズリである。 103・104は広い凹線があり，段となる。 105

は貼付けによって幅広口縁をつくり，口唇部も貼付けによって波状を呈する。 106は口唇部にねじ

り紐貼付けが施される。

107は曲線化する貼付突帯が施されるもので，口唇部には指頭押圧がみられる。 108も貼付けで

肥厚帯をつくり，口唇部にはねじり紐が貼付けられる。 109も上に次々と貼付けがみられ，こぶ状

突起がみられる。口唇部には指頭押圧がみられる。

②II類（第23図 110"'121)

II類は外へ開きながらまっすぐ伸びる器形をし，口縁部に凹線や押圧文の文様が描かれている。
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第23図 縄文時代後期の土器(4)
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＜ まっ ロ ヽヽ る ヽ もん一し一 し一

122 n り n し，

ら

の いる 123 

るもの と， ら 。124 る る

口

り， る。

る

し)

の

らり

ラ 日

いるようで

る

の

るい

こら

る

っている

もみら

る深い押圧文がみられる。

141は扁平な狭い板状粘土紐を貼付け合わせた口縁部で，外面はヘラによる粗いナデ，ていねい

なナデ，内面は横ナデをしているが，ともに貼付部を残してでこぼこしている。雑な作りである。

ラケズリである

いる。分厚い作り

とつ

こら

口

ぃ

142は分厚い口縁端からややへこんで外へ丸みをもって広がる器形をした鉢形の上器である。外

面はみがきに近いていねいな横方向ヘラナデで仕上げ，距離を置いて縦方向の凹線がみられる。

143は外へ開きながらまっすぐ伸びる分厚い作りの鉢で，外面の口縁近くは縦方向のヘラナデ，そ

の下は横方向ヘラナデ，さらにその下はケズリに近い粗いヘラナデで仕上げている。内側は横方向

の粗いヘラナデで，部分的に剥離している。 144は直径 11cmの大きな平底で，丸みをもって胴部へ

至る。外面はていねいなヘラナデ，内面は粗い横方向ヘラナデで仕上げている。鉢の底部と思われる。
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第 25図 縄文時代後期の土器(6)
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第 26図 縄文時代後期の土器(7)
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第27図 縄文時代後期の土器(8)
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第 29図 第 2地点出土の石器(2)
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第 31図 第 2地点出土の石器(4)
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とがっている る り となる つ

る

ものと

る。

ラ

る。

つ

て

白

る

る。

で

も

どこま

口縁部の直径が 12.5cmある龍泉窯系青磁の綾花皿である。丸みをおびた底部から外反してロ

へ至る。灰色の地色に薄い緑色釉がかり，貫入もみられる。 14,.._.,15世紀のものと思われる。

(4) 近世以降

① 溝状遺構（第33図）

近世あるいは近代のものと思われる溝状遺構が3条見つかっている。これらは現在の県道とほぼ

直交しており，北の眼下にあるレストランの後にある士手にはこれに続く窪みがあることから，水

田へ続く道跡と思われる。南側にある山裾を巡る道，あるいは山裾にある集落から水田へ続く道が，

明治あるいは大正時代に開通した県道川辺笠沙線（現在の呼称）によって寸断されたものだろう。

西側から 1号・ 2号・ 3号と呼ぶ。これらはほぼ平行しており，長さ 9mほどが発見されている。

1号は幅が80,.._., 110cm, 深さが 10,.._., 20 cmあり，底幅は40cmほどしかない。
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2 
図番 出土地 酋類 n径 底径 外の種類 内の種類 仏調 焼成度 胎土 備考

7 B ノ：し式 16.6 
横方向ナデの後3~4条の ミガキに近いていねいな横ナデ

茶褐色 良く墜し
l 火』ガラス・長凸・白色石・

浅い綾杉波状平行沈線 ケズリのようだがミガキに近い 石芙なこ合む細かい十^
9に似ている

-B  ノ L式 16.6 
横力向ナデの後3-1条の ミガキに近いていねいな横ナデ

茶褐色 良く堅し
¥ 火』ガラス・長五・白色石・

浅い綾杉波状平行沈線 ケズリのようだがミガキに近い 石英など含む細かい土
7と阿一値休？

q式 ， 横ガ向ナデの後5条の
横方向のヘラズリ

茶禍色
良く堅し

l 石芙•長石・茶色モ
浅い綾杉平行沈線 （外にスス） など含む

10 1 且 ノ凡式
横方向ナデの後5条の

ていねいな横方向ナデ 淡茶褐色 良
石英長石など含む細かい

平行沈線 い茶色石

11 1 B ノ見式
1ヘラナデ後4 5条の平行 iていねいなへ

外：茶褐色（スス）
良

茶色石長石石英など

沈線短絡線 内，淡黒褐色 含む細かい仁

12 1 B ノ見式
横方向うデの後3条の綾杉状

ていねいなヘラナデ
淡茶褐色

良く堅し
¥ 白色石・石英• 長石など

の深い平行ヘラ沈線 （外にスス） 含む細石多
判面が乳脱

13 3 B ノ見式
ナデの後b条の斜方向

ていねいな横方向ナデ 淡茶掲色 将通
火』ガラス・ n色石・

平行沈線 娯色石•長石など含む

14 2 B ノ：し式
横方向ナデの後2条の綾杉状

ていねいな横方向ヘラナデ 明茶褐色 良く略い
黄白イ・石英・白色{. 

深い平行沈線 長石など含む細かい石
梢修孔あり

R ノし式
横方向ナデの後6 9条の

ていねいな横方向ナデ 明茶褐色 良
火』ガラス・石英・白色心

綾杉文浅いヘラ沈線 紅石名角閃石
梢修孔あり

16 溝 1 ノ且式
横方向ナテの後綾杉文浅い ミガキ風のていねいな

淡茶褐色
石英・火山ガラス・ピ色石

ヘラ沈線 横方向ヘラナデ の多い細かい石

2-B ノ札式
横方向ナデの後5条の綾杉状

ていねいな横方向ナデ 淡茶褐色 良
白色石・石英・火山ガラス

平行沈線 などの細かい石多

18 1 A eノ見式
ナデの後ヘラによる斜ガ向

ていねいな横方向ナデ 淡茶褐色 普通
白色石石英長石菟色石

沈線 などの細かいわ

1 B ノ見式
4~5条の軍行沈線を斜 横方向ヘラナデ

談茶褐色 良く堅い
白色石・茶色石• 長石・石英

• 横弧状に引く 創かい一条の沈線 などの小凸多

20 2 A ノ加式 36.5 綾杉状斜ガ向ヘラ沈線 濯ガ向 茶桐色
患く表面 刊色石，石英，角閃石など的多い粗いt3符＃～

がもろい 心只Jt,已ぶAし匂、

21 A ノ見式
1ナデの後5条の綾杉文

ていねいな横ガ向ナデ
外；淡茶褐色

艮
石英・白色石・石英などの

平行沈線 i,¥J; 黒灰色 小石が多い

22 1 A ノ1式
ナデの後：立足の綾杉文

ミガキに近い斜方向ナデ 淡茶褐色 艮
11英・白色れなどの小れが多い

平行沈線

1 ノ：し式
ナデの後5条の綾杉文

横方向ナデ 淡茶褐色 石り英など・［（色蒻万な〈ど葎砂炒I•石多も荼色石・石炭＼t＇^色 15'16などと同一？
平行沈線 副讀鳥多

24 ノ L式
横方向ナデの後5条の綾杉文 ミガキに近いていねいな 淡茶褐色

良
平行沈線 縦方向ナデ （裏は淡黒喝色）

見式 縦方向の4条の沈線
ミガキに近いていねいな 淡条禍色

良
石芙・条色石黄白色石

縦方向ナデ （褒に黒班アリ） などの石が多い

!3 ノ見式
ていねいなヘラナデの後 左側は縦方向ヘラナデ 外；チョユ巴

良く堅い
石芙•長石・茶色石 白色石

綾杉文ヘラ沈線 右側は縦方向ヘラミガキ 内；淡茶褐色 などの細かい石多

1 A ノ凡式
ナデの後7条ほどの波状 ミガキに近いていねいな

淡贔褐色 良く堅い
白色石茶色石火ILLガラス

平行沈線 横方向ナデ •長伍などの細かい仁を多く含む

28 2 B ノ見式
横方向うデの後平行沈線

横方向ナデ
外：淡茶褐色 白色石・石英・茶代石など多

内；灰黒褐色

29 3 A ノ1式
横方向ナデの後4条の

ていねいな横方向ナデ
淡茶褐色

艮
石英• 長石などの細かい石

平行波状文 （内；淡黒褐色）

30 ノ1式 ナデの後綾杉文ヘラ沈線 横方向ナデ
やや黒みがか 火山ガフス・石英・茶色れ• 長／

った淡菟褐色 などの小石を多く含む

31 A し式 ::;条の平行沈線 ていねいな横方向ナデ 暗茶褐色 艮
I 茶色し・白色じ・仁英• 長五

などの小石多

式
横方向ナテの後巻貝殻頂で

ていねいな横方向ナデ
外；条褐巴

良く堅い
白色仁• 長い^ ・し英・火山ガラスの

綾杉状沈線 内；淡黒褐色 多い土 (4鰭などのものあり）

-B  L式 ナデの後ヘラ沈線 ていねいな縦方向ナデ 茶褐色 良
茶色石が多い．白色石・石英

なども多い5閉爾大もある
1 B 

5条の綾杉文ヘラ沈線 1ナデ 1黄極色
白色石石英など多

1-A 
良 棗饒多し

35 3 文 糾かい山形文
紺かい山形文 外；点褐 長石多い石英などの細かい石

n縁はヘラ押し 内，日黄色と黒色

36 2 D 内外ともに細かい由形文 内の口辱にヘラ押し
外；灰褐色

普通
長石•石英 目色石多い紺かい石

やや被状
内：費っぽい談柑色

B 小さいだ門文
粗い山形文

淡褐色 良
白色石・石英•長石などの紺石

口唇にヘラ押し

38 3-A 押型文 内外ともに細かい山形文 黒褐色 良
長石・白色石・石英などの細かい

石が多い

39 4-A 押型文 細かい山形文
ていねいな横方向ナデ 外；日灰色（スス付着）

良
白色石・長石・石英などの細かい

細かい山形文 内；白灰色 石4mm大

40 3-A 押型文 細かい山形文 ていねいなナデ
外；淡荼褐色（やや赤っ

普通
長石・雲母・茶色石など5mlll大も

ぽい）内；黄白色 あり

41 3-A 押型文 糾かい山形文
横方向ナデ 外；黄白色

良
石英・長石・茶色石・白色石

上に山形文 内；黒褐色 などの細かい石

42 3-A 押型文 細かい山形文 ていねいな横方向ナデ 白黄色 良
長石・白色石などの小石

43 4-B 押型文 細かい山形文 ヘラナデ
外；淡茶褐色

良
石英・長石などの細かい石5Dlll大

内；黄白色 のものあり

44 1-A 押型文
ていねいなヘラナデの後

ヘラナデ
外；茶褐色

良
6mm大の小石もある粗石黄白色・

粗い山形文 内；暗灰褐色外； 白色石・石英•長石など

45 1-A 押型文 こまかいだ円文 ナデ
黄白色

普通
石英・長石などの細かい石

内；黒灰色

46 
2 B 

塞ノ神A式 29 
日唇に押圧刺突文 (1条）鋸歯状 横方向ヘラナデ 白色石•長石

1-B の沈線問に縄沈線，上下に刺突文 横方向ヘラケズリ
明茶褐色 良

4暉 ~6直あり

47 1-B 塞ノ神A式
横方向ナデ沈線の間縄文，

ていねいな横方向ヘラナデ
濁った

普通
石英多長石・白色石など 波状tl縁

頸部にヘラ刺穴・巻貝殻頂 淡茶褐色 細石多 U唇1こヘラ押圧
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3 
焼成度 胎土 備考

横方向ナデ 灰褐色
白色心・長石・凸英の多い n唇に紐かい
細かい石 ヘラ刻み

ていねいな横方向ナデ
外；黄日色

良
黄白色• 長ハ・白色石・ n唇にヘラ刻み

内：黒灰色 石英などの創かい石

ていねいな横方向ナデ
外；義羨褐色・ ；頁

良
白色石・角閃石火山ガラス 日肩に短い

みが加謙荼褐色 英などの紺かい石， 4mm大の石 ヘラ押圧

ヘラ刺突文＋沈線＋純文 ていねいな横方向ヘラナデ ・白色じ• 長しなど細かい n唇にヘラ押圧

ヘラ刺突文+2 条の凹線
横方向ヘラナデ

文＋縄文＋鋸歯状ヘラ凹線

横方向うデ
ていねいな横方向ナデ 長石・白色石などの細かい石

u唇に紐かい
凹線2条 ヘラ押圧

ていねいなナデ
ていねいな横方向ナデ

• 長石•石英などの II唇に筏いヘラ

叫突文凹線縦刻み 細かい石 刻み

ていねいな横方向ヘラナデ
ていねいな横方向ナデ

9鯛大のれもある。口色{1.

ヘラ凹線 長石菟色石の多い十

横方向ヘラナデ 5条の波状
横方向ヘラナデ 良 4鴫大長石・石英・白色石多

凹線 4条凹線＋縄文

細かい刺突
ていねいなヘラナデ

長石・雲母・白色石・石英・

文＋ヘラ凹線 茶色石など41llill)くまでの石含む

横方向ヘラナデ 淡茶褐色 良
長石・雲薗・白色石・石英

茶色石などの細かい石

淡茶褐色 良
白色石石英長石菟色石など

6韓大までの11
石英・白色石• 長石・

磨耗している
などの細凸多

横方向ヘラナデ 沈線間に縄

文＋ヘラ刺突鋸歯状刊l線
ヘラ沈線＋縄文＋凹線

押冗文

斜方向沈線咀に縄文

矩形の凹線＋縄文

凹線＋縄文 粗い横方向ナデ • 長石などの細かい石

凹綜十縄文 横方向ヘラナデ

・白色じなどの網かい石

凹線＋純文 ていねいな横方向ナデ もろい

粗い横方向ナデ

粗い横方向ヘラナデ

斜ガ向凹線 1縄文
粗い横方向ナデ 白色石• 長石の細かい石

ヘラナデ＋斜状沈線深い縄文
横方向ヘラケズリ 明茶褐色 普通 白色石・茶色石• 長F・石英など

n唇に紐かい
貝殻抑圧

凹線＋純文 淡茶褐色 普通
白色石・石英・雲母・角閃石

の多い

ヘラ沈線＋縄文 横方向ナデ
黄みがかった

普通
角閃石・白色五・石哭の多い

灰褐色 細F7mm大のものあり

貝殻条痕
ミガキに近いヘラの

淡茶褐色
ていねいな横方向ナデ

内外ともに貝殻条痕
外；茶がかった羞

．杓，

77 
内外ともに貝殻条痕 茶褐色（内はや

底近くはそのあとヘラナデ や黄みがかる）

内外ともに粗い貝殻条痕
外；黒褐色 石英・ • 長石・白色石

内；条禍色 などの細かい石6麟大のものあり

82 1-A 深鉢 30 
縦方向ケズリ，指押圧， ミガキに近いていねいな 外；暗茶褐色

普通 白色石・茶色石・石英•長石など
日唇指押圧

弧状・斜方向凹線 ヘラナデ 内；茶褐色 補修孔

83 1-A 深鉢 ヘラ押圧・凹線（ヘラケズリ） ていねいなヘラナデ
外；淡黒褐色

普通 角閃石・滑石・石英などが多い 日唇に指押圧
内；淡茶褐色

84 1-A 深鉢
横方向ヘラナデ ケズリに近い粗い やや暗い

普通 石英・長石・黄白色・金雲母など 日唇にヘラ刻み
矩形十押圧文＋渦巻文 横方向ヘラナデ 茶褐色

85 1-A 深鉢
幅の広いヘラ，凹線，

ていねいな横方向ナデ
淡茶褐（一部赤

良 長石・石英などの細かい石 日唇に指押圧
ヘラケズリ みがかる）

86 1-B 深鉢 縦方向ヘラ押圧＋横凹線 ていねいな横方向ヘラナデ
外；談茶掲（外に

普通 石英・長石など
日唇1こヘラ

スス）・内；淡費褐 押圧

87 1-A 深鉢 凹線十縦凹部 ていねいな横方向ヘラナデ
外；談茶褐・内；黄

普通
石英・白色石•長石などの紺か

みがかった談茶褐色 い石

88 1-B 深鉢 ヘラナデ，浅い凹線 横方向ヘラナデ 明茶褐色 普通
黄白色•石英・角閃石の多い 日唇にヘラ

細かい石 押圧

89 4-B 深鉢
ていねいなナデ

ていねいなヘラナデ
淡茶褐色

普通 長石・石英などの細かい石
日唇1こヘラ

ヘラ凹線 （外はスス） 押圧

90 1-A 深鉢
ていねいなヘラナデ

ヘラナデ
外；明茶褐色

普通 石英・角閃石などが多い
日唇にやや

貼付突帯 内；淡黒褐色茶 くぼみ

91 1-B 深鉢
粗い横ヘラナデ，ヘラ凹線（横

ていねいな横方向ヘラナデ
茶褐色外にスス

普通 長石・石英・黄白色など
tl唇にヘラ

弧状・三角）＋ヘラ押圧 内はやや灰がかり 押圧
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図番 出土地 種 類 n径 底径 外の種類 内の種類 色調 焼成度 胎土 備考

92 l R 
横方向ナデ，横方向ヘラケズリ，

ていねいな横方向ヘラナデ
外；黒褐色（外に 心哭• 長石・黄白色・白色石

肥厚帯にヘラ凹線 7ぶ）肉，苓得れ など

1-A 
横方向ヘラナデ，ヘラケズリ，

ていねいな横方向ヘラナデ
茶裔色

普通 石芙• 長石・ n唇に指炉圧
横凹線一押圧文 （外にスス）

-A  横方向ヘラナデ沈線ー指押）土 横方向ヘラナデ
罠茶褐色例は晟み，

普通 角閃れ・石英など n唇に指抑比
刑訊色がかる）

95 1 A 横方向へ ていねいな横方向ヘラナデ
糾褐色外にスス，

良 石芙•長じ・日色しなど
日唇にヘラ

内は阪褐色 押比

96 1 縦方向指押圧 横方向ヘラナデ
贈茶褐色

普通 角閃五・石英

97 
1 B 縦方向ヘラケズリ，指押圧

粗い横方向ヘラナデ
賠淡茶褐色

普通
石英• 長石などの細かい石 u唇に深いヘラ

1 A 5疇大のものアリ 押圧

98 4 B 
横方向ヘラナデ，縦方向ヘラ

横ガ向
茶褐色

袢通
石英• 長石・黄白色などの紺か

日旨に指抑冗
凹線 外にはススが付賛 い石

99 B 
横方向ヘラナデ，浅いヘラ，

ミガキに近いていねいなナデ
外；黒褐色

長石・石英などの細かい石
n唇に内外から

弧状凹線 内囁褐色 父互にヘラ抑圧

100 A 
横方向ヘラケズリ

横方向ヘラナデ 扱茶褐色 普通 角閃石・石英・黄白色石など 且唇にヘラ押圧
指押圧

JO] 1-B 
ていねいなナデ，横力iGJヘラケズリ，

ていねいな横方向ナデ
賠羨褐色 (f'jはや

普通
火山ガラス・石英・白色石などの n目に指押圧

くの字と逆iJ)字状ヘラ凹縁 や貨みがかる） 細かい石

]()2 -A  横方向ヘラケズリ ていねいな横方向ヘラナデ 影茶褐色 良
白色石・石英などの石 日屑に深い指押

9鶴大のものもア') 圧，肥犀屑

103 A 広い1川線 ていねいな横方向ナデ 茶褐色 良
黄白色石英 白色石などの細か n唇に指抑比
い{1

10'1 1 ,-", 横方向ヘラナデ 横方向ヘラナデ 茶裔色 黄白色• 長石・ 日唇に指押If

105 1 A 横ガ向ヘラナデ 粗いヘラナデ 賠淡茶褐色 良 芸母 日色石などが多い 被状

106 十坑 横方向ヘラナデ 横方向ヘラナデ
談茶褐色 長石が多い

粘＋紐0）貼付
（外は陪い） 白色石石英などの細かい石

107 1 B 横方向へ 横方向へ
辰がかった 角閃{,.白色れなど n唇に指押圧，
淡茶褐色外にスス 5疇大のものあり 貼付突帯

108 土坑 ヘ 横方向ヘラナデ
陪芥柑色

普通 石英• 長石などが多い ねじり，記厚帯
（外は黒っぼい）

109 1-A 横方向ナデ 横方向ナデ
贔褐色

普通 石芙・目色石・ 貼付突起
（内：択褐色）

]]() -A  
横ガ向 ウナう

ていねいな横方向ヘラナデ
外渭菟梢色

普通 白色れ・石英・ n唇に指押比
知絡線押圧文 内：開褐色

lll 13 
内・外ともにていね心なヘラナデ 賠羨褐色・1りは黄み

良 凸芙・ n唇に指押比
ヘラ凹線 がかった淡開褐色

112 
1 A 内・外ともにていねいなヘラナデ 淡茶褐色

普通
火ILLガラス 白色石茶色石など n唇に指押托

1 且 ヘラ凹線（斜め・横） 外にスス の細かいじ

113 1 B 
横方向ヘラケズリ

ていねいな横方向ヘラナデ 貯茶褐色
白色F・茶色石・"""'け・長石な u唇に父互にヘ

横方向ヘラナデ凹線 どの細かい石 ラ押I七^

114 2 B 
ていねいなナデ

ていねいな横方向ヘラナデ
余褐色

艮 長石 石英など
且唇に深い指柑

ヘラ凹線 濯分的に赤み） IE 

115 3 B 
横方向ヘラナデ

横方向ヘラナデ
外；黒褐色

粋通 長石・ •石英など u唇ヘラ押し
ヘラ凹線 内屑碍該褐色

116 1 A 
ヘラナデ

粗い横方向ヘラナデ 茶褐色 普通
日色D・ 長じ・仁英の細かい石

彼状LJ緑
矩形のヘラ凹線 6疇大の石もあり

1 .7 l B 
横方向ヘラナデ

横方向ヘラナデ 賠い扱荼褐色 普通 長F・ 石英などの石
n昇にへう押圧

ヘラ横凹線 のあるこぶ

]]8 -A  内外ともていねいな横方向ヘラ 爵茶褐色 良 白色{i.れ英• 長い
日屑に沈線

119 A 
ヘラナデ

横方向ヘラナデ
藁褐色

普通
白色石火山ガラス石英などの

弧状のヘラ凹線 黒褐色 細かいh

120 A 
ていねいなヘラナデ（ミガキ

粗いヘラナデ
毅茶褐色

良 長石・茶色{_j.五英多 彼状突起
に近い） 1川線＋押I± （隠分的に仄がかる）

121 1 A 
ていねいな横方向ナデのあと

粗い横力向ナデ 菟褐色
長石・員白色石・石英などの

矩形文様 細かい石

122 
I A 

30.5 
粗い横方向ヘラナデ

縦方向ヘラナデ 茶褐色 普通
黄白色石・石英・火山ガラスなど

1 B 矩形凹線 の細かい石

123 1-A 深鉢
ていねいな横方向ヘラナデ

ていねいな横方向ヘラナデ 明茶褐色 良 長石・石英 日唇に指押圧
矩形の凹線

124 1-B 深鉢
横方向ナデ

横方向ナデ 茶褐色 良
火山ガラス・石英・茶色石 tl唇に突起部

矩形の凹線 8mm大のもの多し あり

125 1-A 深鉢
ていねいなヘラナデ

ていねいな横方向ヘラナデ
黒みがかった

良
石英・長石・白色石などの 日唇に浅い

横ヘラ凹線，横L字 賠茶褐色 細かい石 ヘラ押圧

126 溝 1 深鉢 ていねいな横方向ヘラナデ ていねいな横方向ヘラナデ
茶褐色

良 長石・雲母・石英 日唇にヘラ押圧
内；黒褐色

127 土坑 深鉢
ていねいな横方向ナデ

ていねいな横方向ナデ 明茶褐色 普通
白色石・黄白色石・長石・石英

矩形凹線 金雲母

128 1区 深鉢 凹線（三角文・縦線） 粗いヘラナデ 茶褐色 普通
白色石・黄白色石・石英・

角閃石小礫多し

129 1-A 深鉢
ていねいな横方向ナデ

ていねいな横方向ナデ
外；黒褐色

良 石英・長石・茶色石など
凹線（横 ・L字・斜め縦） 内；茶褐色

130 土坑 深鉢
横方向ナデ 横方向ナデ 談茶褐色

普通 長石・石英・黄白色石 波状日縁
横あるいは弧状凹線 平行凹線 内；黒褐色

131 1-A 深鉢
横方向ヘラナデ

ていねいな横方向ヘラナデ 茶褐色 良
長石・石英・白色石・

横方向ヘラケズリ 黄白色石

133 溝 3 深鉢 ていねいな横ヘラナデ凹線 ヘラナデ 談茶褐色 普通
白色石・石英・茶色石・長石

の細かい石
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5 
焼成度 胎土 備考

普通 石英• 長石などの小石
n唇に一罹押比

ヘラナデ刺突文＋凹線 横方向ヘラナデ
灰がかった

普通
白色石・角閃心・ 補修孔

談茶栂色 どの細かい石

粗いヘラナデ
恨みがかった

普通 角閃れ・石英
扱茶褐色

ていねいな横方向ナデ
茶褐色

普通 • 石英などの細仁
日唇に指抑冗

横方向ヘラナデ
淡茶褐色

普通 長石
日目に阻れた押

（外にスス） 比

内外横方向ヘラナデ
荼褐色

普通
火111ガラス・貞白色石などの細か u唇に指抑圧

（内諏詞っている｝ い石 5鴫大の石

横方向ヘラケズリ 扱茶褐色
艮 石英長石白色石の細石

II唇に深いヘラ

ていねいなナデあり 押『

粗いナデていねいなナデ 普通 白色石 長石・石英などの紐かい石
削い作り

みがきに近いていねいな横方
横方向ナデ縦方向ヘラナデ 良

金雲母などが多い

向ヘラナデ両羅に縦方向凹線 長石・石英・白色石などの罰かい石

縦方向ナデ横方向ヘラナデ
横方向粗いヘラナデ

ケズリ

粗い横方向ヘラナデ
談茶褐色

粗い条痕ヘラ1川線（縦・横） 横方向条痕
外偶褐色

良
内淡芥褐色

横方向ヘラナデ
茶褐色

良

荼褐色

ていねいな縦方向ヘラナデ
黄みがかった

灰褐色

談菟柁色

盟褐色

横方向ヘラナデ
藁褐色

良

普通

11 ていねいなヘラナデ

M.5 縦方向ヘラナデ 縦方向ヘラナデ

横ガ向ヘラナデ 横ガ向ヘラナデ 艮 石英 角閃石の多い細かい石
罹分的に羅かい

編物JI渡臼粉

ケズリに近い横方向ヘラナデ 横方向ヘラナデ
角閃｛，・黄白色・茶色石などの剖 白粉

かい石

角閃仁・

い石

角閃石・石英• 長石

角閃石・茶色石・

粗い士 打粉

ていねいな縦方向ヘラナデ ていねいなヘラナデ
角閃石白色石雲母

縦方向ヘラナデ
横力向ヘラナデ

白色石・石央・角閃石などの細か

縦方向ヘラ1川線 い仁

10 普通
黄白色・角閃石・石英などの細か 打粉

8 ていねいなナデ ナデあるいは剥説
談茶褐色

普通
火山ガラス多 白粉

内；
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きな士坑がみつかっており，この中からは士偶・石棒などの祭祀用具，管玉・匂玉などの装飾品お

よびその未製品・加工具などがみつかっている。この遺構では炉跡・骨片などもみつかっており広

い範囲での共同祭祀・加工場と思われる。最近では玉生産地とみなされており，その製品は岐阜・

新潟あたりまで伝わっているといわれている。晩期には上水流・上ノ城などの遺跡でも多くの出上

品がみられる。

弥生時代になると，さらに下流で万之瀬川に合流する堀川の下流域に広がる田布施平野に主体が

移り，下原遺跡・高橋貝塚などで初期の稲作文化が栄える。万之瀬川流域では芝原遺跡で前期・中

期と出ているが，量は少ない。中期には川辺平野の端にある寺山遺跡で二重環壕が存在する。田布

施平野でも後期初めには松木薗遺跡で防御用と思われる大規模な溝状遺構が発見されており，両平
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ただ今回の調査でわかったように同じ加治屋遺跡といっても，同じ台地内で全く別の時代の居住地・

墓地が他の地点に所在することがある。ということは，遺跡の一部での調査だけでは先史時代の人

びとの動きはつかみ得ないということである。遺跡の評価をする時，この成果は重要であろう。

第 2節 縄文時代草創期・ 早期の土器について

南九州における草創期の土器編年は雨宮瑞生や児沢健一郎らによって研究されている。当遺跡出

土の隆帯文土器は 1点だけだが，鹿児島市掃除山遺跡出土のものに類似している。雨宮は草創期を

3期に分け，この上器をそのうちの 2期（中葉）に位置付けている（雨宮： 1997)。児玉は隆帯文

士器を 4期に分け，これを草創期中葉～後葉に位置付ける。そして，掃除山遺跡出士の士器は隆帯
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゜

し＼

つ

と

もある。）

るものである。）の 4種類に分けることができる。中期末から後期に変わる

が胴部から消失し，口緑部のみに集約される傾向がある。これが田中良之のいう阿高m式土器の出

現になるのであり（田中： 1979), 南九州では岩崎下層式土器の時期にあたる。これでいくと，当遺

跡の士器は古くみても中期後葉以降といえる。

以上， 4種に分けた文様のあり方は阿高皿式土器の最終段階から南福寺式土器・出水式土器に類

似するが，凹線部がヘラケズリ様となる南福寺式土器の特徴はここでは全くみられない。これらの

中で注目されるのは文様形態が他の土器に似ていながら，素地調整が表裏とも貝殻条痕で仕上げら

れている 145の士器である。このように貝殻条痕を多用しているのは岩崎上層式士器の特長であり，

この土器も岩崎上層式土器・南福寺式土器・出水式土器の文様と同じ特長をもっていることから，

これだけは岩崎上層式上器であろう。岩崎上層式上器と指宿式上器の関連がはっきりしないが，こ
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図
版
1

上：第 1地点近景（東から） 左下：土坑（掘り上げ前） 右下：土坑（掘り上げ後）
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第 1地点柱穴検出状況（西から）
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3

上：第 2地点近景（東から） 下：第 2地点遺物出土状況（東から）
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上：第 2地点近景（西から） 下：第 2地点土坑
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上：集石 2 下：集石 3
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上：縄文時代後期の土器集中状況

左下：縄文土器出土状況

右下：塞ノ神式土器出土状況
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縄文時代早期の土器
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縄文時代後期の土器
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